
（臨床研究に関する公開情報） 

当センターでは，下記の臨床研究を実施しております．この研究の計画，研究の方法につ

いてお知りになりたい場合，この研究にカルテ情報を利用することをご了解できない場合な

ど，お問い合わせがありましたら，以下の「問い合わせ先」へご照会ください．なお，この研

究に参加している他の方の個人情報や，研究の知的財産等，お答えできない内容もあります

のでご了承ください． 

 

【研究課題名】 

WJOG5810GSS 

Prognostic indexによる大腸癌肺転移切除と術後補助化学療法の成績 

 

【研究の背景】 

大腸がんは根治的切除を施行されても肺転移を来すことがあります．肺転移はある一定の

基準を満たした患者さんで切除が施行されます．しかし年齢や肺転移の個数，肺以外の臓器

転移の有無など，それぞれの患者さんの状況は多彩で，その状況により肺転移切除で良好な

成績が得られる場合と早期に再発してしまう場合があります．従って，個々の患者さんの再

発リスクに応じた治療戦略の検討が必要と考えます． 

先行して行われた研究で，大腸癌肺転移切除後の再発リスクを予測するための指標が提案

されました．しかしその指標が実際に臨床で有用であるかは検討されておりません．そこで

当院で過去にご参加いただいた WJOG5810G 試験（大腸癌肺転移切除患者を対象としたフルオ

ロウラシル/l-ロイコボリンとオキサリプラチン併用補助化学療法の第Ⅱ相臨床試験）のデー

タを用いて我々の提案した指標の有用性を検討することといたしました． 

 

【研究の目的】 

大腸癌肺転移切除の術後予後を予測する指標の有用性を検討します． 

 

【研究の方法】 

 対象となる患者さん：WJOG5810Gの試験に登録された患者さん 
 研究期間：倫理委員会の承認後から2023年12月31日まで 
 利用するカルテ情報と解析 
WJOG5810Gで既に集取された情報に加えて，肺転移切除前の胸部CT画像でカウントした

肺転移個数と肺転移切除前に測定された腫瘍マーカーCEA 値を診療記録から新たに収集

します． 

データの集計と解析は西日本がん臨床試験機構（WJOG）で行います．WJOGはがん診療に

関わる臨床試験グループで，医師・研究者が主体となった NPO 法人として認定を受けて

います(http://www.wjog.jp/)． 



 

【研究組織】 

この研究は，多施設の共同研究で行われます．研究で得られた情報は，共同研究機関内で

利用されることがあります． 

 研究代表者： 
東京大学医科学研究所附属病院 腫瘍・総合内科 朴 成和 

 研究事務局： 
地域医療機能推進機構 埼玉メディカルセンター 呼吸器外科 奥村 武弘 

神奈川県立がんセンター 消化器内科（消化管） 町田 望 

 その他の共同研究機関： 
四国がんセンター、虎の門病院、県立広島病院、静岡県立静岡がんセンター 

熊本大学病院、近畿大学病院、大阪市立総合医療センター、佐野病院、 

聖マリアンナ医科大学病院、千葉県がんセンター、恵佑会札幌病院 

神戸市立医療センター中央市民病院、兵庫県立がんセンター、九州がんセンター 

斗南病院、大阪急性期・総合医療センター、東京女子医科大学病院、 

大阪医科薬科大学病院、徳島赤十字病院 

済生会宇都宮病院 

 

【個人情報の取り扱い】 

研究に利用するカルテ情報には個人情報が含まれますが，院外に提出する場合には、お

名前、住所など、個人を直ちに判別できる情報は削除し、研究用の番号を付けます。 

また、研究用の番号とあなたの名前を結び付ける対応表を当院の研究責任者が作成し、

情報提供拒否の申出への対応や診療情報との照合などの目的に使用します。対応表は、当

センターの研究責任者が責任をもって適切に管理いたします。 

収集した臨床情報は, 研究終了時までWJOGが責任をもって適切に管理いたします。 

研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが，その際も個人を直ちに判別できるような

情報は利用しません． 

 

【問い合わせ先】 

 当院における責任医師 
大阪市住吉区万代東3-1-56  

大阪急性期・総合医療センター 消化器外科  

研究責任者：副部長・賀川 義規 

電話 06-6692-1201 


